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免責事項 

  

Delcam plc は本マニュアルで説明されている、ソフトウェアの操作に関しての管理を所有せず、

また本ソフトウェアの使用結果として生じるいかなる損失または損害に対する責任を承認する

こともできません。ユーザーの皆様には、良好な品質管理手順に従って、ソフトウェアの全て

の作業結果を、有資格者によってチェックされることをお勧めいたします。 

このマニュアル内の機能及びインターフェースは、今後のソフトウェアの改定時に予告無しで

変更される場合がございます。  

本書に記載のソフトウェアはライセンス契約の下で供給され、契約条項に基づいて使用、また

は、複製できます。 

Delcam plc はライセンスの全保有者に対し、本マニュアルの印刷を許可します。ライセンスを

保有する各種学校では、ソフトウェアが使用される授業を受講している生徒に対しマニュアル

のコピーを配布できます。 
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FeatureCAM 2014 R1 では、FeatureCAM 2013 R3 の全機能に数多くの改良点が追加されていま

す。主な改良点の詳細については、以降のトピックを参照して下さい。 

 FeatureCAM のリリースには、3 つのバージョン （R1、R2、R3） があります。ここで

は、FeatureCAM 2014 R1 の新機能と改良点について説明しています。過去のリリースの

改良点については、該当するバージョンの What's New を参照して下さい。 

Á FeatureCAM 2013 R3 What's New 
 

ユーザーインターフェースの改良点 

FeatureCAM 2014 R1 ユーザーインターフェースの改良点 

Á フィーチャーの 名前付け のフレキシビリティ向上 

Á パート表示  で レイヤー を表示、編集 

Á パートドキュメント ダイアログの新規項目 

Á クラッシュログとパフォーマンスログ を E メールで送信 

Á 回転サーフェスにアラインされたセットアップの サイドを変更 

Á モダンな外観の シェーディンググレー をユーザーインターフェースのデフォルトとし

て設定 

Á アンチエイリアスによる 工具表示ウィンドウ の見やすさ向上 

Á ライセンスを保有するモジュールを デフォルトでアクティブ化 

Á 新規 ライセンスの有効期限 通知 
 

フィーチャーの名前 

FeatureCAM 2014 R1 では、フィーチャー名の最初に数字を使用することができます。また、ス

ペースや % 等、その他の記号を名前に含めることも可能です。（例: 10mm 孔パターン、ポ

ケット 1 - 10% オーバーロード） 

 使用しているポストプロセッサーが、名前に用いた文字や記号をサポートしていること
を確認します。 

次の記号を使用することができます。 

, コンマ 

. ピリオド 

" ダブルクォーテーションマーク 

/ スラッシュ 

- ハイフン 

FeatureCAM 2014 R1 What's New 
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ALT + を使用する記号 （例: 直径記号、1/4、1/2 等） 
 

パート表示でのレイヤー 

FeatureCAM 2014 R1 では、パート表示 に レイヤー が表示されるようになりました。 

 

チェックボックスを使用して、レイヤーの表示と非表示を切替えることができます。 

 システムレイヤー － システムレイヤーは編集不可ですが、表示と非表示の切替えは可能で

す。 

 ユーザーレイヤー － ジョブに合わせてレイヤーを追加します。レイヤーを右クリックして、

コンテキストメニュー（新規レイヤー）からレイヤーを追加します。 

 現行レイヤー － 新規アイテムは現行レイヤーに追加されます。ユーザーレイヤーをダブル

クリックして、そのレイヤーを現行レイヤーに設定します。現行レイヤーを非表示にすること

はできません。 

レイヤーのコンテキストメニュー 

パート表示  で レイヤー を右クリックして、コンテキストメニューを表示します。 

 

新規レイヤー  － 新規ユーザーレイヤーを作成します。 

全レイヤーを表示 － 全てのレイヤーの内容を、グラフィック領域に表示します。 
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全レイヤーを非表示 － 全てのレイヤーの内容を、グラフィック領域で非表示にします。 

レイヤー － レイヤー ダイアログを表示します。 

パート表示  でレイヤー名を右クリックすると、異なるコンテキストメニューが表示されます。 

 

レイヤーを表示  － レイヤーの内容をグラフィック領域に表示します。 

レイヤーを非表示 － レイヤーの内容をグラフィック領域で非表示にします。 

現行レイヤーに設定 － レイヤーを現行レイヤーとして設定します。新規アイテムは現行レイ

ヤーに追加されます。 

名前を変更 － レイヤー名を変更します。 

削除 － レイヤーを削除します。 

レイヤー内要素を選択  － レイヤーの内容を選択します。レイヤーの内容を他のレイヤーに移

動する場合に有用です。 

 システムレイヤーでは、現行レイヤーに設定、名前を変更、削除 オプションは利用不可

となります。 
 

新規カーブを指示ボタン 

FeatureCAM 2014 R1 では、複数箇所に カーブを指示  ボタンが新規追加され、カーブを手

早く指定することができます。旧バージョンでは、カーブ名を記憶して直接入力するか、コピー

ペーストしなければいけませんでした。 

フライス加工では、プランジ タブの 加工開始点 と 始点 オプションに、新規 カーブを指示 

ボタンが追加されています。 
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旋削加工 では、旋削加工 タブの 始点 と 終点 設定に、新規 カーブを指示 ボタンが追加さ

れています。 

 
 

パートドキュメントダイアログの新規項目 

FeatureCAM 2014 R1 では、パートドキュメント ダイアログに 3 つの新規項目が追加されまし

た。 
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項目内容は 会社名、パーツ / 図面 no、枝版 となります。メモ（1）、メモ（2）、コメント 

には、前述の項目以外の情報を記入します。 

 カスタムセットアップシート アドインマクロを使用している場合、これらの項目の値は 

セットアップシートオプション ダイアログからコピーされます。 
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クラッシュログを送信 

ファイル転送  ダイアログに、新規オプションが追加されました。 

 

クラッシュログとパフォーマンスログ を選択して、システムのクラッシュログとパフォーマ

ンスログの .zip ファイルを個別に作成します。 

サイズ確認 

.zip ファイルの送信時、次の内容を警告する サイズ確認 ダイアログが表示されます。 

一般的なメールサーバーの添付ファイルのサイズ制限（10 MB） 

添付ファイルの合計サイズ  （ファイルサイズが表示されます） 

送信続行の問合せ 

送る － ファイルを E メールに添付します。 

送らない － ファイルをデスクトップに保存します。 

キャンセル  － ファイルを削除します。 

円筒の反対側にセットアップを配置 

FeatureCAM 2014 R1 では、回転サーフェスにアラインされたセットアップのサイドを変更する

ことができます。 
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デフォルトスタイル（シェーディンググレー） 

FeatureCAM 2014 R1 では、インターフェースのデフォルトスタイルが シェーディンググレー 

に設定されています。ツールバーカスタマイズ ダイアログから、従来のデフォルトである ク

ラシック スタイル、または、ガラス スタイルに変更することができます。 

 
 

工具表示ウィンドウの見やすさ向上 

アンチエイリアスの使用により、工具マネージャー ダイアログと 工具プロパティ ダイアロ

グで、工具と工具ホルダーがよりリアリスティックに表示されるようになりました。 

 使用しているグラフィックカード、または、ドライバーがアンチエイリアスをサポート
していない場合、工具ウィンドウでのアンチエイリアスを無効にすることができます。
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シェーディングオプション  ダイアログに、新規 工具ウィンドウアンチエイリアシング 

オプションが追加されています。このオプションは、デフォルトで選択されています。 

 
 

ライセンスを保有するモジュールをデフォルトでアクティブ化 

FeatureCAM 2014 R1 は、ライセンスを保有するモジュールのアクティブ化を自動的に行います。

新規 全ての認可されたプロダクトを有効化  オプションが、デフォルトで選択されています。 

 

ライセンスを保有されていないモジュールを試用する場合、プロダクトを手動で選択 を指定し

てモジュールを指定します。 
 

ライセンスの有効期限を通知 

ライセンスの有効期限の通知により、余裕を持って更新手続きを行えるようになりました。 
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インポートの改良点 

FeatureCAM 2014 R1 インポートの改良点 

Á OpenDesign AutoCAD のアップグレード 

Á Spatial R23 SP1 Interop の組込み 

Á Spatial 3D R23 SP2 Interop の組込み 

Á Exchange を使用したインポートエラー の記録 

Á エントリーレベルソリッドワイヤーフレームのインポート をサポート 
 

OpenDesign AutoCAD 

OpenDesign AutoCAD が、最新のインポートライブラリ、バージョン 3.09.0（DWG v2013 をサ

ポート）にアップグレードされました。マルチスレッド読込み等の新機能が含まれています。 
 

Spatial R23 SP1 Interop の組込み 

FeatureCAM 2014 R1 に、Spatial R23 SP1 Interop が統合されました。 

Á Pro/E リーダーは、Creo 1.0 からのユーザー定義設定（User Defined Attribute － UDA）

と名前設定（Name Attribute）のインポートをサポートしています。 

Á Parasolid Direct リーダーは、バージョン 25 の Parasolid ファイルをサポートしています。 

Á NX リーダーからの解析フェースが分割されないようになりました。非解析フェースの

みがシームで分割されます。 
 

Spatial 3D R23 SP2 Interop の組込み 

FeatureCAM 2014 R1 に、Spatial 3D R23 SP2 Interop が統合されました。 

Á CATIA V5 リーダーとライターは、CATIA V5 R23 パートとアセンブリのインポートと

エクスポートをサポートしています（Windows プラットフォームのみ）。 

Á NX Direct リーダーは、バージョン NX 8.5 をサポートしています（BREP とアセンブリ

のみ）。 
 

Exchange を使用したインポートの記録 

「Exchange を使用してインポート」機能からインポートした場合の情報が、FeatureCAM のロ

グファイルに保存されるようになりました。 
 

エントリーレベルソリッドワイヤーフレームのインポート 

FeatureCAM 2014 R1 では、標準の  2.5D モジュールを使用している場合、ファイル  > 

Exchange を使用してインポート メニューからソリッドモデルをワイヤーフレームとしてイ

ンポートできるようになりました。 
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2.5D の改良点 

FeatureCAM 2014 R1 2.5D 加工の改良点 

Á クランプを 自動回避 

Á 仕上げ前に面取り 加工 

Á ソリッドを工具ホルダー として使用 

Á onelinefonts.com の彫刻用フォント をサポート 
 

自動クランプ回避 

FeatureCAM 2014 R1 では、2.5D の NT ツールパスと 3D ツールパスで、クランプとして設定

したソリッドを自動回避することができます。 

2.5D パートの加工でこのオプションを使用する場合、荒取りと仕上げ工程の両方に NT ツールパス

を指定しなければなりません。 

加工初期設定  ダイアログ、フライス加工 タブに、新規 クランプ回避  ボタンが追加されまし

た。 

 

クランプ回避  ボタンをクリックして クランプ回避  ダイアログを表示します。 
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自動クランプ回避 －クランプとして設定したソリッドを自動回避します。ソリッドをクランプ

として設定するには、パート表示 でソリッドをクリックして、コンテキストメニューから ソ

リッドをクランプとして使用  を選択します。 

 このオプションは、2.5D の NT ツールパスと  3D ツールパスに適用されます。2.5D 

パートの加工でこのオプションを使用する場合、荒取りと仕上げ工程の両方に NT ツー

ルパスを指定しなければなりません。 

仕上げ代 － クランプ周囲に残す最小距離を入力します。 

軸方向仕上げ代  － 軸方向と径方向に異なる仕上げ代を設定する場合、このオプションを選択

して、クランプ周囲に残す軸方向（XY）の最小距離を入力します。軸方向仕上げ代 を設定し

た場合、仕上げ代 の値は径方向（Z）のみに適用されます。 

この例では、4 つのクランプでパートを固定しています。 

 

自動クランプ回避 が選択解除されている場合、ピンク色の箇所でクランプとの干渉が発生しま

す。 

 

拡大すると、クランプ前面が加工されてしまっていることが確認できます。 

 

自動クランプ回避 を選択して、クランプを回避します。 
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クランプ周りに素材が残されていることが分かります。 

 

 
 

仕上げ前に面取り 

FeatureCAM 2014 R1 では、その他 タブに新規 仕上げ前に面取り  設定が追加されました。 

 

仕上げ加工前に、面取り工程を実行します。 

次の方法で、仕上げ前に面取り を設定します。 

1. 仕上げ前に面取り を選択します。 

2. 設定値 ドロップダウンリストから、有効 を選択します。 

3. 設定 をクリックして新規値を保存します。 

フィーチャープロパティダイアログと 工程リスト の加工順序が更新されます。 
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ソリッド工具ホルダー 

FeatureCAM 2014 R1 では、切削工具のホルダー形状を反映するソリッドを使用することができ

ます。カスタムホルダーの作成時、回転カーブでホルダーを表すことのできない場合に有用で

す。 

工具ホルダープロパティ  ダイアログに、新規オプションが追加されています。 

 

ホルダー形状のソリッドを使用 を選択して、ドロップダウンリストからソリッドを選択します。 
 

OLF 彫刻用フォント 

FeatureCAM 2014 R1 では、パートナーサイト onelinefonts.com の彫刻用フォントを使用するこ

とができます。http://onelinefonts.com から、更に多くのフォントが購入可能です。 
 

ソリッドモデリングの改良点（ソリッドモデリング） 

FeatureCAM 2014 R1 ソリッドモデリングの改良点 

Á ソリッドの 個別フェースをオフセット 
 

フェースオフセット 

FeatureCAM 2014 R1 では、ソリッドの個別フェースをオフセットすることができます。ソリッ

ドの作成機能に、新規 フェースオフセット  が追加されました。 

次の方法で、ソリッドの単数、または、複数フェースをオフセットします。 

1. 次の何れかの方法で、フェースオフセット  ダイアログを表示します。 
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Á ソリッド ウィザードの ソリッド編集  から フェースオフセット  を選択して、次へ を

クリック 

Á ソリッド ツールバーの ソリッド編集 メニューから フェースオフセット  ボタンを

クリック 

Á メニューから 作成 > ソリッド > ソリッド編集 > フェースオフセット  を選択 

2. 任意でソリッドの 名前 を入力、または、デフォルト名を使用します。 

3. オフセット距離 を入力します。負の距離は、フェースをソリッドの内側に向けてオフ

セットします。正の距離は、フェースをソリッドの外側に向けてオフセットします。 

4. オフセットするフェースをドロップダウンリストから選択して  リストから選択   ボ

タンをクリック、または、サーフェスを指示   ボタンをクリックしてグラフィック

ウィンドウからサーフェスを選択します。 

5. 任意で プレビュー をクリックして結果を確認します。 

6. OK、または、完了 （ウィザード使用時）をクリックします。 
 

旋削加工の改良点（旋削加工） 

FeatureCAM 2014 R1 旋削加工の改良点 

Á 自動コーナー丸め 

Á 振止めと芯押し台 のサポート 
 

自動コーナー丸め 

FeatureCAM 2014 R1 では、より手早く簡単に旋削パートをプログラミングできるようになりま

した。新規 フィレット半径 オプションを使用して、図形データの編集の必要なく、旋削フィー

チャーとボーリングフィーチャーの内側、または、外側のシャープエッジのバリ取りを行うこ

とができます。 
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値を入力して自動コーナー丸めを有効にします。 

 

フィレット半径  に値を入力して適用をクリックすると、グラフィックウィンドウが更新され、

フィレットの結果をプレビューすることができます。 

次図の例には、フィレット半径 が設定されていません。 

 

次図の例には、フィレット半径 が設定されています。 

 

フィレットを外側ではなく内側に向けて適用する場合、加工サイド を選択します。 

 

自動コーナー丸めは、ボーリングフィーチャーに対しても同様に作用します。 

次図の例には、フィレット半径 が設定されていません。 
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次図の例には、フィレット半径 が設定されています。 

 

フィレットを内側ではなく外側に向けて適用する場合、加工サイド を選択します。 

 
 

振止めと芯押し台のサポート 

FeatureCAM 2014 R1 は、振止めと芯押し台のプログラミングとシミュレーションをサポートし

ています。振止めと芯押し台の干渉を検出します。 

この例では、長さ 1.5 m のパートを使用します。 

 

マシンシミュレーションを確認すると、パートの大部分が爪から突出していることが分かりま

す。 

 

各フィーチャーの加工時に、振止めを使用してパートを支えることができます。振止めを使用

するには、パーツハンドリング フィーチャーの パーツサポート開始  を選択して サポートタ

イプ に 振止め を指定します。 

次図の例では、フィーチャーの作成前にパート端部で振止めが動作しています。 

 

追加の パーツサポート開始 フィーチャーを作成して、振止めを移動することもできます。 
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次図の例では、振止めがパートを移動して旋削工程をサポートしています。 

 

追加の パーツサポート開始  フィーチャーを作成して、振止めを元の位置に戻し、他の旋削

フィーチャーと溝フィーチャーを加工します。 

 

芯押し台も同様に使用することができます。パーツハンドリング フィーチャーの  パーツサ

ポート開始  を選択して サポートタイプ  に 芯押し台 を指定します。 

次図の例では、パート端部を芯押し台、パート中間を振止めでサポートしています。 

 

振止め、または、芯押し台をホーム位置に送る場合、パーツハンドリング フィーチャーの パー

ツサポート停止 を選択します。 

振止めを有効に設定 

1. 旋削加工の 新規フィーチャー ウィザードから パーツハンドリング フィーチャーを選

択して、次へ をクリックします。 

2. パーツサポート開始 を選択して 掴み代 を入力します。これが、振止めを使用する Z 方

向の距離となります。 

3. 次へ をクリックします。 

4. サポートタイプ  に 振止め を選択します。 

5. 複数タレットの搭載されたマシンの場合、適切な 受渡しタレット を選択します。 

6. 振止め装備のタレットの場合、タレット設定 ボタンをクリックして、適切な インデッ

クス を指定します。 

7. 終了 をクリックします。 

パート表示 に パーツサポート開始  フィーチャーが追加されます。必要に応じてこの

フィーチャーを  パート表示  の異なる位置にドラッグして  基準優先順位  を設定し、

フィーチャー同士の適切な順序を指定します。 
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振止めを無効に設定 

1. 旋削加工の 新規フィーチャー ウィザードから パーツハンドリング フィーチャーを選

択して、次へ をクリックします。 

2. パーツサポート停止 を選択して 掴み代 を入力します。これが、振止めを使用する Z 方

向の距離となります。 

3. 次へ をクリックします。 

4. サポートタイプ に 振止め を選択します。 

5. 複数タレットの搭載されたマシンの場合、適切な 受渡しタレット を選択します。 

6. 振止め装備のタレットの場合、タレット設定 ボタンをクリックして、適切な 位置 と イ

ンデックス  を指定します。 

7. 終了 をクリックします。 

パート表示 に パーツサポート停止  フィーチャーが追加されます。必要に応じてこの

フィーチャーを  パート表示  の異なる位置にドラッグして  基準優先順位  を設定し、

フィーチャー同士の適切な順序を指定します。 

芯押し台を有効に設定 

1. 旋削加工の 新規フィーチャー ウィザードから パーツハンドリング フィーチャーを選

択して、次へ をクリックします。 

2. パーツサポート開始 を選択して 掴み代 を入力します。これが、振止めを使用する Z 方

向の距離となります。 

3. 次へ をクリックします。 

4. サポートタイプ  に 芯押し台 を指定します。 

5. 複数タレットの搭載されたマシンの場合、適切な 受渡しタレット を選択します。 

6. 芯押し台装備のタレットの場合、タレット設定  ボタンをクリックして、適切な インデッ

クス を指定します。 

7. 終了 をクリックします。 

パート表示 に パーツサポート開始  フィーチャーが追加されます。必要に応じてこの

フィーチャーを  パート表示  の異なる位置にドラッグして  基準優先順位  を設定し、

フィーチャー同士の適切な順序を指定します。 

芯押し台を無効に設定 

1. 旋削加工の 新規フィーチャー ウィザードから パーツハンドリング フィーチャーを選

択して、次へ をクリックします。 

2. パーツサポート停止 を選択して 掴み代 を入力します。これが、振止めを使用する Z 方

向の距離となります。 

3. 次へ をクリックします。 
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4. サポートタイプ  に 芯押し台 を指定します。 

5. 複数タレットの搭載されたマシンの場合、適切な 受渡しタレット を選択します。 

6. 芯押し台装備のタレットの場合、タレット設定 ボタンをクリックして、適切な 位置 と 

インデックス  を指定します。 

7. 終了 をクリックします。 

パート表示 に パーツサポート停止  フィーチャーが追加されます。必要に応じてこの

フィーチャーを  パート表示  の異なる位置にドラッグして  基準優先順位  を設定し、

フィーチャー同士の適切な順序を指定します。 
 

マシンシミュレーションの改良点（マシンシミュレーショ

ン） 

FeatureCAM 2014 R1 マシンシミュレーションの改良点 

Á マシンシミュレーション中に エッジを表示 

Á 旋削加工のマシンシミュレーションで 爪、振止め、芯押し台 をサポート 

Á 2 つのスピンドルを持つマシンで 1 度だけシミュレーションを実行 
 

エッジを表示 

FeatureCAM 2014 R1 では、マシンシミュレーションに新規 エッジを表示  オプションが追加さ

れました。 

 

このオプションを選択して、マシンのエッジのアウトラインを使用します。マシンのエッジが

より明瞭に表示されます。 
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次図では、エッジを表示 が選択解除されている場合のデフォルト動作を示しています。 

 

次図では、同じ例で エッジを表示  オプションを選択しています。 

 
 

シミュレーションを 1 度だけ実行 

FeatureCAM 2014 R1 では、シミュレーションオプション に新規 1 度だけシミュレーション

を実行 オプションが追加されました。 

 

2 つのスピンドルを持つマシンでは、シミュレーションが 2 度実行されてしまう場合がありま

した。このオプションを選択して、シミュレーションの実行を 1 度に制限します。 
 

マシンデザインの改良点（マシンシミュレーション） 

FeatureCAM 2014 R1 マシンシミュレーションの改良点 

Á ソリッドを置換 して、元のプロパティを保持 

Á リンク設定の定義 の簡易化 
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Á フライス加工マシン作成 の単純化 

Á UCS 未設定 のフィードバック 
 

ソリッド置換え 

FeatureCAM 2014 R1 では、マシンデザインに新規 ソリッド置換え ダイアログが追加されまし

た。マシンデザイン > ソリッド置換え  メニューからダイアログを表示します。 

ソリッド置換え  ダイアログを使用して ソリッド 1 を ソリッド 2 と置換え、ソリッド 1 の

マシンデザインプロパティ（リンク設定、動作等）を保持します。 

 
 

リンク設定の定義の簡易化 

FeatureCAM 2014 R1 では、リンク設定 ダイアログに 2 つの新規矢印ボタンが追加されていま

す。 

 

マシン階層の調整時、矢印ボタンを使用してソリッドを 主動部 から 従動部 に、または、従

動部 から 主動部 に移動し、操作時間を短縮します。 
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フライス加工マシンのインターフェース単純化 

マシンデザインのインターフェースには、デフォルトでフライス加工マシン関連のオプション

のみが表示されるようになりました。旋削加工マシン関連のオプション（デフォルトで非表示）

をメニューに表示するには、新規 Turn / Mill インターフェース オプションを選択します。 

 
 

ユーザーインターフェースの改良 

FeatureCAM 2014 R1 では、UCS が未設定の場合にフィードバックが表示されるようになりま

した。 
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プロービングの改良点 

FeatureCAM 2014 R1 プロービングの改良点 

Á 初期値 の編集 

Á 3 つの新規 意思決定フィーチャー 

Á Turn / Mill プロービングシミュレーション の改良 
 

初期値の編集 

FeatureCAM 2014 R1 では、プローブ設定 ダイアログに測定初期値が追加されました。 

 

これらの初期値の何れの値も編集可能です。初期値 ボタンをクリックして、元の値に戻します。 
 

意思決定フィーチャー 

FeatureCAM 2014 R1 では、意思決定フィーチャーの使用により、より簡単にプロービングをプ

ログラミングできるようになりました。 

3 つの新規意思決定フィーチャーが追加されています。 
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Á Test Abort/Continue － 測定結果に基づき、現行フライス加工を中止、または、通常

通り続行します。 

Á Test Abort/Continue/Remachine － 測定結果に基づき、現行フライス加工を中止、通

常通り続行、または、フィーチャーを再加工します。 

Á Test Jump Label － NC データにプログラムが使用できる N ブロック番号ラベル（開

始ラベル等）、または、データ内のジャンプ位置を挿入します。 

意思決定の例 

次図のパートには多数のフィーチャーがあります。 

 

フェースフィーチャーの加工後、1 つ目のボーリングフィーチャー 、次いで 2 つ目のボー

リングフィーチャー 、その後残りのフィーチャーが加工されます。不要な加工時間を回避

するため、加工後にボーリング  をプロービングして、その結果に基づき意思決定（続行、

再加工、中止）を行います。 

1. Test Jump Label フィーチャーを作成して処理を開始します。 
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この Test Jump Label フィーチャーの NC データは、次の通りとなります。 

(Test Jump Label PROBEOPER TEST_JUMP_LABEL1)  

(Start Bore)  

#101=0  

N11 

2. 意思決定の処理はフェースフィーチャーの後に開始するため、Test Jump Label の 基準優

先順位 を 2 に設定し、パート表示 でフィーチャーを適切な位置にドラッグします。 

3. ボーリング 1 を加工後にプロービングする Measure Boss/Bore フィーチャーを作成し

ます。 

4. 測定結果に基づいて処理する Test Abort/Continue/Remachine フィーチャーを作成します

。この例では、以下の値に設定しています。 

既定値 27.000 

トレランス値  0.050 

継続ラベル  12 

再加工ラベル  11 （Test Jump Label の開始に設定された値） 

サイズエラー  13 

5. このフィーチャーは 5 つ目（フェースフィーチャー、Test Jump Label、ボーリング 1 

フィーチャー、Measure Boss/Bore フィーチャー）のため、基準優先順位 を 5 に設定し

ます。 

この Test Abort/Continue/Remachine フィーチャーの  NC データは、次の通りとなりま

す。 

( Test Abort/Continue/Remachine PROBEOPER 

TEST_ABORT_CONTINUE_REMACHINE1 ) 

(Remachining check conditional)  

(Begin decision sequence)  

#102=27 (nominal value)  
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#104=[#102 - #510] (signed difference of actual from nominal)  

#103=0.05 (tolerance value)  

(Decision 1)  

IF [ABS[#104]LT#103] GOTO 12 (within tolerance case)  

(Decisi on 2)  

IF [#104LT0]GOTO 13  

(Decision 1 and 2 skipped)  

[#101=#101+1]  

IF [#101EQ1] GOTO 11 (run toolpath again)  

DPRNT[Error: Second Required Remachining]  

GOTO 99999 

(Decision 2 result)  

N13 

DPRNT[Error: Too Big]  

GOTO 99999 

(Decision 1 result)  

N12 

N835 M5 M9  

N840 G91 Z0  

N845 M01  

6. NC データの最後に中止ラベルを作成します。 

 

7. 基準優先順位  を大きな値に設定します。（例: 100） 

この Test Jump Label フィーチャーの NC データは、次の通りとなります。 

( Test Jump Label PROBEOPER TEST_JUMP_LABEL3 )  

(Abort)  
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#101=0  

N99999  
 

Turn / Mill プロービングシミュレーションの改良 

回転割出し動作により、Turn / Mill プロービングシミュレーションの精度が向上しました。 
 

XBUILD の改良点 

FeatureCAM 2014 R1 XBUILD の改良点 

Á 新規予約語 <INDEX- AXIS>  

Á Smith Bits APT ポスト用の新規 Z インデックスクリアランスまでリトラクトしない オ

プション 

Á XBUILD で 各工程に工程スタートを使用  オプションを設定 
 

新規予約語 

<INDEX- AXIS>  4 軸割出しパートの割出し軸（X、Y、Z）を返します。それ以外

の場合は、無し を返します。 
 

任意の Z インデックスクリアランス 

XBUILD に、新規 Z インデックスクリアランスまでリトラクトしない  オプションが追加され

ました。Smith Bits APT ポストを使用している場合、このオプションを選択しなければなりま

せん。これにより、RTCP（Rotational Tool Center Point）で Z 軸とアラインしていない孔の固

定サイクルに、正しい APT コードを出力します。 
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工程スタートを使用オプションの移動 

FeatureCAM 2014 R1 では、XBUILD の 一般設定 ダイアログで 各工程に工程スタートを使用 

オプションを指定することができます。 

 

従来のデフォルトでは、FeatureCAM の ポストオプション ダイアログからこのオプションを

設定していました。 

 

XBUILD で オン、または、オフ に設定した場合、そのステータスが ポストオプション  ダイ

アログに表示されます。 
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